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● 生協とは

「消費生活協同組合法（略
称 生協法）」に基づいて設立
される協同組合のひとつで、
利用者である組合員自身が
出資し、意思決定や運営に
参画しています。

● 事業種類は

宅配や店舗での商品供給、
共済、医療・福祉事業などを
行っています。

● 組合員組織として

組合員同士の助け合い活

動やくらしに関わる学習活動
など、各地域で幅広い活動に
取り組んでいます。

１．生活協同組合の現状と取り組み状況
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全国の会員生協の事業概況（2018年度）

組合員数 2,924万人（前年比101.8％）

総事業高 3兆5,350億円（前年比100.8％）
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地域生協の事業概況（2018年度）

事業高 2兆8,757億円（前年比100.9％）、経常剰余率1.3％

宅配 1兆8,130億円（前年比101.2%）うち個配1兆2,937億円

（前年比102.6％）、店舗 9,027億円（前年比99.5％）

組合員から注文を受け、毎週同じ曜日の同じ時間に配達。グ
ループ単位に配達＝班配、個人宅に配達＝個配。

全国で965店舗。大型店から小型店まで「ふだんのくらし」を
支える。

ケガや病気、災害など、くらしの「もしも」を保障。

介護保険事業を中心に、訪問介護やデイサービスなどを展開。

宅配

店舗

共済

福祉
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地域生協の組合員数は前年比40万人増加

地域生協組合員数 2,227万人、世帯加入率 38.1％
（前年比101.8%） （2018年度）

世帯加入率
50％超・・・宮城県

兵庫県
北海道
福井県

45％超・・・宮崎県
奈良県
岩手県
香川県
京都府
愛媛県
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ふだんのくらしを支えるインフラとして、地域社会に貢献

1. 宅配事業所数 約700カ所

2. 宅配配送車台数 約2万5千台

3. 一日当りお届け件数 約115万ヵ所

4. 一日当りお届け点数 約17百万点

5. 店舗数 965店舗

✔ 山間部、離島等を含め広域で食材を配達。買い物不便な地区の住民の
ライフラインにも

車の入れない山腹の家庭にもお届け
152の離島（全有人島の36.4％）の組合員1万7千人以上
（24生協）が毎週ご利用 （※2014年9月現在）
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宅配事業のインフラを活用した「地域見守り活動」で協定を締結

✔ 全国99生協が、全47都道府県の1,079市区町村と協定を締結

✔ 全市区町村（1,741）の62.0%、人口カバー率で76.3％

✔ 職員の認知症サポーターは、全国で44,047名（現在までの受講者）

■協定締結生協のある都道府県

■全市町村と協定締結の都道府県

県内全市町村と締結したのは、青森県、
岩手県、宮城県、茨城県、千葉県、富山
県、石川県、岡山県、鳥取県、山口県、
徳島県の計11県。福祉や子育て、まちづ
くりなど、様々な分野を含めた包括的な連
携協定を締結する事例も増えています。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi5ldWZifTJAhXiGaYKHUJbA80QjRwIBw&url=http://jccu.coop/info/pressrelease/2014/04/-3980677.html&psig=AFQjCNE0__KPosqG9EttXgNSGXcgm80BPg&ust=1451031873566397
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２．生活協同組合事業活動現場における現状と課題

全国の会員生協さんではこんなことが！

先週の注文を忘れてしまい「頼んでいない」の一点張。
ＯＣＲイメージを見せても理解してもらえない。

お弁当を配達して、ご自身で食べているのに、次の日に届いていな
いと連絡があった。届けたことを説明しても理解してもらえなかった。

受注トラブルなどで対応すると「偽名を使っている」「近所
のものが意地悪して勝手に注文用紙を書いている。」な
ど被害妄想的な状況になってしまう。
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商品を手にしてレジを通らないで外に出ようとしたので声をか
けると「支払いはした」と言われる。

レジでお金を払ったのに「おつりが少ない」と言われる。
いくら説明しても「お金をごまかした」と怒られる。

店内の商品を開封したり、その場で食べたりしてしまう。

生協のお店でもこんなことが！
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生協職員の基本応対は？

１．ご家族との連携を図ります。

２．民生委員やケアマネ、ヘルパーさんとの連携を
図ります。

３．働く職員を守る意味でも、警察、地域包括センター
と連携を図ります。

※連携を図る以前の問題として「認知症サポーター 養
成講座」で学んだ応対ができるようにしていきます。
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課題は？

働く職員です。

配達している職員には委託職員もいます。

お店で働く職員の多くはパート職員です。

⇒定着率を上げて、いかに意識を高めていけ
るかが重要です。
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ある生協職員の見守り事例
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日本生協連では各単協と連携を図り、認知症サポーターを
養成するように「目標」を決めて取り組んでいます。

目的：職場で認知症についての正しい理解を広げる

目標：職場を認知症サポーターの証、オレンジリングで
埋め尽くす！

①貴団体内で「認知症サポーター養成講座」を開催。

サポーターの目標人数を決めましょう！

②研修窓口を設置、研修の義務化を検討しましょう！
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そして未来・・・

COOPは
オレンジリン
グの花で
満開♪
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既に訪れている高齢化社会

さらに進化していく高齢化社会

事業を進める上で困りごとは増えていきますが

生活協同組合の事業と活動の存在意義を発揮

することができればと思います。
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ご清聴ありがとうございました


